
11.審査結果確認と返戻・過誤
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このページは、国保連へ請求した給付費を
確認したり管理する場所です。
返戻の設定もこちらで行います。

概要

11.審査結果確認と返戻・過誤

11-1 審査結果を確認する

・今までに請求した給付費の確認
・給付費の入金確定
・返戻の設定
・返戻、過誤計上した金額の確認
・代理受領額通知書の出力

この機能でできること
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用意するもの
・電子請求受付システムにログインするためのログインIDとパスワード



１ ２

３ ４

11-1 審査結果を確認する

画面上部の「照会一覧」をクリックし
該当の事業所の「詳細」をクリックします。

電子請求受付システムにログインします。

各通知を選択し「取得」をクリックします。

審査結果を確認する

11.審査結果確認と返戻・過誤

出力したファイルをデスクトップ等に保存しま
す。返戻等一覧表がある場合は、内容を確認し
返戻設定を行います。
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国保連からの通知を取得し、審査結果を確認します。



１ ２

３ ４

11-2 給付費を確定し、代理受領額通知書を出力する

一覧の「当月支払金額」と障害児給付費等支
払い決定額通知書の支払い額が一致している
か確認します。

グローバルナビの「請求」から「給付費」
をクリックします。

「入金を確定する」をクリックし給付費の受
領日を入力後確定します。
※電子請求受付システムの証明書手数料が発
生している場合は、ここで入力します。

給付費を確定し、代理受領額通知書を出力する

11.審査結果確認と返戻・過誤

給付費の入金を確定すると、代理受領額通知書
が出力できるようになります。通知書を出力し、
保護者様へお渡しください。
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給付費の入金が確認できたら、代理受領額通知書を出力します。



ここでは、返戻設定と再請求についてご説
明します。
「返戻」では、返戻を設定した児童を確認
したり、再請求漏れがないかを確認します。

概要

・返戻等一覧表

用意するもの

11-3 返戻を設定し、再請求する
11.審査結果確認と返戻・過誤

①返戻確認
国保連から通知された返戻等一覧表を確認し、返戻の対象者や理由を確認します。

②返戻設定
対象となった請求情報を返戻設定します。

③修正と再請求
返戻となった理由から誤りを修正し、再度請求情報を作成します。
また、利用料に差分がでていないか確認します。

返戻の操作の流れ
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１ ２

３ ４

11-3 返戻を設定し、再請求する

返戻設定をする請求月を選択し、
画面左上の「明細を見る」をクリックします。

グローバルナビの「請求」から「給付費」を
クリックします。

一覧で返戻設定する該当児童の「設定する」を
クリックします。

「返戻に設定する」にチェックを入れ、
返戻理由を入力し「保存」をクリックします。
保存すると「請求 > 返戻」に表示されます。

給付費明細で返戻を設定する

11.審査結果確認と返戻・過誤
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１ ２

３ ４

11-3 返戻を設定し、再請求する

一覧で、返戻設定する提供月を選択し、
児童名をクリックします。

グローバルナビの「運営」から「児童別予実」
をクリックします。

画面右上の「返戻設定」をクリックします。 返戻理由を入力し「返戻設定する」をクリッ
クします。保存すると「請求 > 返戻」に表示
されるようになります。

児童別予実で返戻を設定する

11.審査結果確認と返戻・過誤
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１ ２

３ ４

11-3 返戻を設定し、再請求する

一覧に返戻を設定した児童が表示されます。
ここで対象者や再請求月を確認できます。

グローバルナビの「請求」から「返戻」を
クリックします。

一覧で「予実」アイコンをクリックすると、
該当児童の予実詳細に移動し、実績などが修正
できます。

返戻設定した児童を確認する

11.審査結果確認と返戻・過誤
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返戻設定した児童は、返戻の一覧で金額や再請求の状況を確認することができます。



１ ２

３ ４

11-3 返戻を設定し、再請求する

台帳や実績の修正後「運営 > 児童別予実」で
対象提供月、児童の「実績確定」をクリック
します。

返戻設定後、再請求する前に返戻理由を確認し、
台帳や実績を修正してください。

「請求 > 事業所実績」で対象提供月の「保存す
る」をクリックします。
※事業所算定を修正した場合、「最新の事業所算定を読
み込む」で変更を反映した後に保存してください。

この後は総額計算から通常通り請求を進めます。
保護者様への返金や追加請求が発生する場合は
「請求 > 利用料請求」でご確認ください。

返戻設定した児童を再度請求する

11.審査結果確認と返戻・過誤

・受給者証情報に誤りがある場合
→「児童 > 受給者証」で修正

・児童の実績に誤りがある場合
→「運営 > 児童別予実」で修正

・事業所の加算に誤りがある場合
→「請求 > 事業所算定」で修正

・医ケア児の基本報酬に誤りがある場合
→「請求 > 医ケア実績」で修正
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概要

①過誤申立
該当の市町村に過誤申立を行います。
合わせて、再請求する月を確認します。

②過誤設定
対象となった請求情報を過誤設定します。

③修正と再請求
誤りを修正し、請求情報を作成します。また、利用料に差分がでていないか確認します。

④過誤決定月の登録
国保連から通知された過誤決定通知を確認し、過誤申請が受理された月を登録します。
過誤決定月に登録された月の給付費が修正されます。

過誤の操作の流れ

11-4 過誤を設定し、再請求する

ここでは、過誤の設定と再請求について
ご説明します。
同月過誤も通常過誤も手順は同じです。

11.審査結果確認と返戻・過誤
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１ ２

３ ４

11-4 過誤を設定し、再請求する

画面右上の「過誤設定」をクリックします。 過誤理由を入力し「過誤設定する」をクリック
します。保存すると「請求 > 過誤」に表示され
るようになります。

児童別予実で過誤を設定する

11.審査結果確認と返戻・過誤

グローバルナビの「運営」から「児童別予実」
をクリックします。

一覧で、過誤設定する提供月を選択し、
児童名をクリックします。
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１ ２

３ ４

一覧に過誤を設定した児童が表示されます。
ここで対象者や再請求月を確認できます。

グローバルナビの「請求」から「過誤」を
クリックします。

一覧で「予実」アイコンをクリックすると、
該当児童の予実詳細に移動し、実績などが修正
できます。

過誤設定した児童を確認する

11.審査結果確認と返戻・過誤

11-4 過誤を設定し、再請求する
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過誤設定した児童は、過誤の一覧で再請求の状況を確認することができます。



１ ２

３ ４

台帳や実績の修正後「運営 > 児童別予実」で
対象提供月、児童の「実績確定」をクリック
します。

過誤設定後、再請求する前に過誤理由を確認し、
台帳や実績を修正してください。

「請求 > 事業所実績」で対象提供月の「保存す
る」をクリックします。
※事業所算定を修正した場合、「最新の事業所算定を読
み込む」で変更を反映した後に保存してください。

この後は総額計算から通常通り請求を進めます。
保護者様への返金や追加請求が発生する場合は
「請求 > 利用料請求」でご確認ください。

過誤設定した児童を再度請求する

11.審査結果確認と返戻・過誤

・受給者証情報に誤りがある場合
→「児童 > 受給者証」で修正

・児童の実績に誤りがある場合
→「運営 > 児童別予実」で修正

・事業所の加算に誤りがある場合
→「請求 > 事業所算定」で修正

・医ケア児の基本報酬に誤りがある場合
→「請求 > 医ケア実績」で修正

11-4 過誤を設定し、再請求する
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１ ２

３ ４

過誤申請が受理されたら、過誤決定月を登録します。登録すると給付費から過誤請求額が差し引かれます。

11-4 過誤を設定し、再請求する

過誤決定月を登録する

11.審査結果確認と返戻・過誤

グローバルナビの「請求」から「過誤」を
クリックします。

一覧左で、過誤決定月を登録する児童の
「未設定」をクリックします。

過誤決定月を入力し、「保存」をクリックし
ます。

過誤決定月を登録すると、「請求 > 給付費」
で、過去計上欄に過誤決定された金額が表示
され、該当月の給付費からマイナスされます。
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返戻や過誤設定を行うと、利用料請求にマイナスの明細が作成されます。

11.審査結果確認と返戻・過誤
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返戻・過誤設定した際の利用料について補足

例）1月請求が返戻になり、2月に再請求を行った場合（利用料が3,600円→4,600円になる）

1月請求の請求金額：3,600円 ＋ 2月請求の請求金額：1,000円 ＝ 4,600円

内訳）
1月請求の返戻設定分：▲3,600円
2月の再請求分 ： 4,600円

返戻や過誤設定後に修正した内容で請求情報を作成すると、マイナス分との差額が利用料となります。
上記の例では、1月請求時に3,600円発生しているため、2月再請求時には差額の1,000円が利用料となり、
1月と2月の合計で、最終的な利用料が4,600円となります。

1月請求の
返戻設定分

2月の
再請求分

1月請求 2月請求


